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1目的 i 長 期問Gn −RH 　ag ｛mist を用 しエた場 合、副

作用 と して の 卵巣欠 落症状 が しば しば問 題とな

る ．そ の 対策 と し て 、 各種 薬剤 によ る add 　hack

therapy が施行 されて い るが、その ：効果 を総合 的

に検 討 した／t　L方法 」Gn −RH 　agonist 療 法 時 に

add 　back　thcrapy を 行 っ た 75例を、　 A ： ソ フ ィ ア

A （1〜2tab，day ）の 投 与を行 っ た群 （／0例）、B ：

ブ レ マ リン（1〜2tab／day）の 投 与を行 っ た 群 （35

例） に 分類 した ．こ れ らに つ い て 、卵巣 欠落 症

状 （0〜3の 4段階で評価） ，」f］1．中各種ホル モ ン動

態お よび
．
r一宮 内 膜組 織 像 に つ い て 検 討 し た ．

「成績 1   卵 巣欠落症 状 （Hot　flush）は 、　 Gn −RH

ug 〔mist 投 与・1週間後 で 2．2 ⊥0，8、8週「桐後で 2．8

LO ，5 と 早 期 よ り出現 し て い た が 、　 add 　 buck

th・mpy によ り治療開始 ・魍 問後 にA ： 1、310 ・8・

B ： ］．d　 1 し〕，7と い ず れ も有意 に 改 善 さ れ た

（p 〈〔〕．Ol）1 子宮内膜症 の 諸症 il．lt一に は 著変 は認 め

られ なか っ た＾「2）血 Lliestradiol ｛直は、投与開始 前

．
嚇週 間後 ・udd 　baek　therapylJ ｝−1始6週間後で A群 ：

i95．6 ⊥ 87，3 　》 10，3 」 1，rl 　｝ IL4 ⊥ 2．3、　B｝洋 ：

202 ，4176 ．4 ・10．91−2．→12．3⊥ 3．Opg加 1と add

back 重hcrapyによ る著明な 変化はなか っ たが、　 IflL

It
．
lestronef 直｝ま」

「
＼君羊　： 137 ．4　．ト 71．8− ＞30．0　17 ，7　＞

・12，6 ＋ 1〔〕．5、　B ｛洋 ：　1・12．6　L76，0　＞28．4　［ 6．3　＞

・’18．5 ⊥ 11．5pg〆ml と、い ずれ も add 　back　ther毫lpy に

よ り有意 に 上 昇 して いた （p く0．01）．．（3
’
了 宮内膜

組織診 で は ．A 群 で は atypism の な い 萎縮 し た

secret 〔⊃ry　phascを 示 した が 、　 B 群 で は irrcgulur

ripening を伴 っ たatypical 　secrct 〔｝ry　phascを示す 症

例 が ほ とん どで あ っ た ．、　 ［結 論］ Add 　 bnck

therapy は EP 製剤 を 用 いた方が f 宮 内膜組織像か

ら安全で ある こ とが 明 らか とな っ た，．

【目的 ］tamoxifen（TAM ）は抗 エ ス トロ ゲ ン剤 と

して乳癌術後の 内分泌療法に使川 されて い る 。

TAM の 女性性器に対する作川に つ い て 検討し た 。

【方法】1985年 から 1990年に乳癌の 手術 を受｝ナた、

閉経 後婦人 （閉経後平均a2年 ）111例 （TAM 内服

群56例、TAM 非内服群55例 ）を対象 と し た。内

服群で 、 自覚症 状 、∫宮内腔 の 長 さ、 广寓内膜

肥厚、膣 11皮 maturation 　index（M ，1．）値 の 変 化

を内服 前、中、後で 経 ll寺的に 検 討 し た 。 また

TAM 非内服群 に つ い て も同様に検討 した。さ ら

に合併病変と し て ∫宮筋腫 、f宮内膜増殖病変、

f宮体癌 、卵巣腫瘍に つ い て も検討 した。　
．
部

の1且il例で TAM 囚服前後の E2，LH，　ISH の 変化 に つ

い て検討 し た 。VJk績 ］TAM 内服群 、非内服群で

背景因 fに差 は認め なか っ た。TAM は 11
「
120か

ら40mg（　
x

｛
i．均 29mg ）で 、2ケ月 か ら 10年問（

’F均
97911）使用 され た 。 内服群で は 内服巾に 不 Ill出

1fiL、子宮内腔の 長 さの 増人、膣 t，皮M ．1．値右 方

移動の 頻度が非内服群 に比 べ て 有意 に高か っ た 。

’宮内膜 の 肥厚性の 変化は非内服 群で 1例 だ っ た

の に対 して 、内服群 で 8例 に み られ有意に 頻度 が

高か っ た 。 ∫宮 筋腫の 合併は両群問に 有意差 を

認め なか っ たが、内服群で f宮内膜ポ リ
ープ1例、

r宮内膜増殖症 1例、　」
へ

宮体癌 1例、卵巣嚢腫4例

認めた 。非内服群で は卵巣嚢腫を2例 に認めた。

TAM 内服 lllはE2の 低 ドと共に 、
　LH，FSHが抑制

される傾 向を認め た。【結論ITAM投 与は内分 泌

学的に み る と 、 標 的臓器に よ り作川 が 異な る 可

能性が あ る。女 性性器 に対 して は エ ス トロ ゲ ン

効果が 認め られた。し たが っ て TAM 内服中は 内

服後 も含めて 女性性器 の 経過観 察を
．
卜分する 必

要が ある。
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